初冬の 夜更 である。 

かた やま づ ゆん の や 

片山津 (加 賀) の 温泉宿、 半月 館 弓 野屋の 二階 —— 

はしごだん うね 

だけれ ど、 広い 階 子 段が 途中で 一段 大きく 蜿 つて S 形 

とッ つき ドア 

に 昇る ので 三階ぐ らいに 高い —— 取 着の 扉 を 開けて、 

ねまき あらわ 

一 人 旅の、 三十ば かりの 客が、 寝 衣で 薄 ぼんやりと 顕 

れた。 

かまえ ふた ま 

この、 半ば 西洋 づ くりの 構 は、 日本間が 二 室で、 四 

角な 縁が、 名に しおう ここの 名所、 三 湖の 雄なる 

しば やまがた あつらえ がらす ど 

柴山潟 を見晴 しの 露台の 跳 ゆえ、 硝子 戸と 二重 を隔 



の 底まで、 もっての 外に 響いた ので ある。 

一 つ、 大きな もの 音の した あと は、 目の前の 階 子 段 

さま 

も 深い 穴の ように 見えて、 白い 灯 も 霜 を 敷いた 状に 床 

ま つま つ 

に 寂しい。 木目の 節の、 点々 黒 いのも 鼠の 足跡 かと 思 

われる。 

まことに、 この 大 旅館 はがらん としていた。 —— 宵 

に 受持 の 女中に 聞く と、 ひきつづき r 一十 日 余りの 間団 

体 観光の 客が 立て つけて 毎日 百 人 近く 込 合った そうで 

ある。 そこへ 女中が やっと 四 人 ぐらいだ から、 もし 

きのう 

昨日に もお いで だと、 どんなにお 気の毒で あつたか 知 

れ ない。 すっかり 潮の ように 引いた あとで、 今日は ま 



た 不思議にお 客が 少く、 此 室に 貴方と、 離 室の 茶室 を 

お好みで、 御 隠居 様 御 夫婦のお 泊り が あるば かリ、 よ 

ぜん 

ぃ処 で、 よい 折から II と 言った 癖に …… 客が 膳の 上 

ちょく 

の 猪口 を ちょっと 控えて、 それ はお 前さん たちさ ぞ疲 

れ たろう、 大掃除の 後の 骨休め、 という 処だ。 ここ は 

構わないで、 湯に でも 入ったら 可かろう と、 湯治の 客 

に は 妙に そぐ わない 世辞 を 言う と、 言に 随 いて、 では 

にべ ひきさが 

そうさして 頂きます、 後生です わ、 と 膠 もな く 引退つ 

た。 畳 も 急に 暗くな つて、 客 は 胴震い をした あと を 

呆気に 取られた。 

…… 思えば、 それ も 便宜ない。 …… 



さて 下りる 階 子 段 は、 一曲 リ 曲る 処で、 一度 ぱっと 

明るく 広くな つた だけに、 下を視 くと なお 寂しい。 壁 

すきま 

も 柱 もま だ 新しく、 隙間 とてもな いのに、 薄い 霧の よ 

は い つまさき な 

うな ものが、 すっと 這 入って は、 そ ッと爪 尖 を 嘗める 

すべ あしもと お ぼっか 

ので、 変に スリッパが、 U りそうで、 足 許が 覚束ない。 

かれ つかま 

渠は 壁に 摑 つた。 

てのひら しずく 

掌 がその 壁の 面に 触れる と、 遠くで 湯の I 卞の音 

がした。 

すま みぎわ あしま おとず 

聞き 澄す と、 潟の 水の、 汀 の 蘆 間 を ひた ひたと 音訪 

れる 気勢 もす る。 …… 風 は 死んだ のに、 遠くな り、 近 

こだま うみなり 

くな リ、 汽車が 砑 する ように、 ゴ— と 響く の は 海 鳴で 



あと さが 

「ぁッ ご と、 思わず 声を立てて、 ばた ばた と 後へ退つ 

た。 

ま つ さお 

雪の ような 女が 居て、 姿見に 真 蒼な 顔が 映った。 

温泉の 宿の 真夜中で ある。 

二 

ほ- n はな^! 

客 は、 なまじ 自分の 他に、 離 室に 老人 夫婦ば かりと 

しらさぎ 

聞いた だけに、 廊下で いきなり、 女の 顔の 白鷺に 擦 違つ 

たように 吃驚した。 

くび うしろ 

が、 雪の ような の は、 白い 頸 だ。 …… 背後む きで、 



まつわ 

に 来て 絡った。 

は かすか 

階段 を 這った 薄い 霧 も、 この 女の 気 を 分けた 幽な 

湯の 煙であった ろうと、 踏んだ の は惜ぃ 気がする。 

「何だろう、 ここの 女中と は 思う が、 すばらしい 

ちゅうどしま 

中年増 だ ご 

ど ま ば $ 

手 を 洗って、 ガ タン、 トンと、 土間 穿の 庭下駄 を 引 

摺る 時、 閉めて 出た 障子が 廊下から すッと 開いた ので、 

客 はもう 一 度 ハツと した。 

と 小が くれて、 その 中年増が そこに 立つ。 

「これ は，， 憚 り …… 」 

「いいえ ご 



と、 もう 縞の 小袖 を しゃんと 端折って、 昼夜帯 を 

ひっかけ あか しごき 

引掛に 結んだ が、 紅い 扱 帯の どこかが 漆の 葉の ように、 

紅 に ちらめ くば かり。 もの 静な、 ひとがらな、 おつ 

ひとえ まぶた 

とりした、 顔 も 下ぶ くれで、 一重 瞼の、 すっと 涼しい 

よ. つす 

のが、 ぼつと 湯に 染まって、 眉の 優しい、 容 子の いい 

女で、 色 はた だ 雪 を あざむく。 

「しかし、 驚き ましたよ、 まったくの 処 驚きました よご 

ふところ つっこ ハ ンケチ ふ 

と、 懐中に 突 込んで 来た、 手 巾で 手 を 拭く の を 見て、 

あなた てぬぐい ただいま 

「あれ、 貴方 …… お 手拭 をと 思いました けれど、 唯今 

お湯へ 入りました、 私の だもので すから。 —— それに 

濡れて はおり ますし …… 」 



ぬくもりが まだ 残る、 木綿 も 女の 膚 馴れて、 柔 かに 

なめら 

滑 かで ある。 

「あれ、 お 気味が 悪う) J ざいましょう のに ご 

と 釣 込まれた ように、 片袖 を頰に 当てて、 取 戻そう 

と 差 出す 手から、 ついと、 あとじ さりに 離れた 客 は、 

手拭 を 人質の ごとく、 しかと 取って、 

「気味の 悪かった の は 只今で したな —— この 夜 ふけに、 

だしぬけ 

しかも、 ここから、 唐突だろう ご 

そのまま 洗面所へ 肩 を 入れて、 

きれい 

「思いも寄らない —— それに、 余り 美しい 綺麗な 人な 

ん だから ご 



声が 天井へ もつ き 通して、 廊下へ も 響く ように 思わ 

れ たので、 急に、 ひっそりと 声の 調子 を 沈めた。 

きも つぶ 

「ほんとうに 胆が 潰れた ね。 今 思っても ぞッ とする… 

ベ つ びん 

…別嬪な のと、 不意 討で …… 」 

じよ-つず 

「お 巧言ば つかり ご 

と、 少し 身 を 寄せた が、 さしう つむく。 

じょうだん 

「串戯 じゃあり ません。 …… (お 手水 …… ) の 時の ご 

とき は、 頭から 霜 を 浴びて 潟の 底へ 引 込まれる かと 

思った のさ ご 

大袈裟に 聞え たが。 …… 

「何とも 申 訳が ありません。 —— 時なら ない 時分に、 



のよう な 建 ものが、 中空に も 立てば、 水に も 映る。 そ 

とざ 

こに 鎖した 雨戸々々 が 透 通って、 淡く 黄 を 帯びた の は 

ともしび 

人な き 燈 の もれる のであろう。 

鐘の音 も 聞えない。 

潟、 この 湖の 幅の 最も 広く、 山の 形の 最も 遠い あた 

りに、 ただ 一 つ 黒い 点が 浮いて 見える。 船 か 雁 か、 

※鷉 〔# 「辟 \ 鳥」、 436-12〕 か、 ふと それが 月影に 浮ぶ 

ほくろ 

お 澄の、 眉の 下の 黒子 に似ていた。 

冷える、 冷い …… 女に 遁 げられ た 男 はすぐ に 一 すく 

ぁリ ふゆごもり 

みに 寒くな つた。 一人で、 蟻が 冬 籠に 貯えた ような 

くだん ひとち ようし やりくり 

件の その 一 姚子。 —— 誰に 習って い つ 覚えた 遣 繰 だ 



うち な _ 

お 支度 をな さる 中に、 馴れました 船頭が 参リ ますと、 

小船 一 一艘で お出かけな さるんで ございます わご 

あいて おび 

「それ は …… 対 手は大 紳士 だ ご と 客 は 歎息して 怯え 

たように 言 つ た。 

「ええ、 何です か、 貸 座敷の 御主人なん でございます ご 

「貸 座敷 —— 女郎屋の 亭主 かい。 おとも は ざっと 

た い こもち 

封 巾 間 だな ご 

「あ、 当りました、 旦那 ご 

と 言った が、 軽く 膝で 手を拍 つて、 

「ほんに、 辻占が よくって、 獵の お客様 はお 喜びで ご 

ざ いまし ようご 



客 は 膝 をき めて 居直った ので ある。 

渠は 稲田 雪次郎 と言う —— 宿帳の 上 を 更 めて 名 を 

しょ ラし 

言った。 画家で ある。 いくたび も 生死の境に さまよい 

ながら、 今年 初めて …… 東京 上野の 展覧会 —— 「姐 さ 

んは 知っている かご 「ええ この辺で も 評判で ございま 

すご II その上 野の 美術 展覧会に 入選した。 

構図と いうの が、 湖畔の 霜の 鷂 なので ある。 —— 

いのち 

「鷂は 一生 を 通じての 私の ために 恩人なん です。 生命 



の 親と も 思う 恩人です。 その 大恩の ある 鶄の 一 類が、 

夫 も 妻 も 娘 も 枠 も、 貸 座敷の 亭主と 封 e 間の 鉄砲 を 食つ 

いっとき いっそく 

て、 一時に、 一 百 二三 十ず つ、 袋へ 七つ も 詰 込まれる 

やりき よふけ 

ん では 遣 切れない。 —— 深更に 無理 を 言って お 酌 をし 

て もらう のさえ、 間違って いる 処へ、 こんな 馬鹿な、 

無法な、 没常識な、 お願いと 言つ ちゃ あない けれど、 

頼む から、 後生 だから、 お 澄さん、 姐さん の 力で、 私 

うち や 

が 居る …… この 朝 だけ、 その 鷂撃を 留めさして はもら 

えないだ ろうか。 …… 男 だてなら、 あの 木曾川の、 で 

留めて 見る と 言った つて、 水の 流 は 留められる もの 

なさけ 

ではない。 が、 女の 力 だ。 あなたの 情 だ。 —— この 



と 下から 上へ 投 掛けに 肩へ 浴びせた の は、 旦那に 続 

くだん うなす い き 

いた 件の 封 e 間と 頷かれる。 白い 呼吸 も ほ ッほッ と 手 

に 取る ばかり、 寒い 声 だが、 生ぬるい こと を 言う。 

「や、 お 澄 —— ここ か、 座敷 は ご 

ドア であいがしら そば つった 

扉 を 開けた 出会 頭に、 爺 やが 傍に、 供が 続いて 突立つ 

た 忘 八の 紳士が、 我がた めに 髪 を 結って 化粧した お 澄 

きばや くび 

の 姿に、 満悦ら しい 鼻声 を 出した。 が、 気疾に 頸から 

つっこ ね や びやく 

さきへ 突 込む 目に、 何と、 閨の 枕に 小 ざ かもり、 媚薬 

ほうふつ なまじろ 

を髡髴 とさせた 道具が 並んで、 生白け た 雪次郎 が、 し 

どてら ほろ よい もた 

まの 広袖で、 微 酔で、 夜具に 凭れて いたろう ではない 



たな。 —— 聞え るか、 聞え るか。 となりの 野郎に は 聞 

えまい が、 このく らいな 大声 だ。 われが 耳 は 打ぬ いた 

ろう。 どて ッ 腹へ 響いた ろうご 

「響いた がどうし たいご と、 雪 次郎は 鸚鵡が えしで、 

夜具に 凭れて、 両の 肩を聳 やかした。 そして 身構えた。 

が、 そのまま 何もな くバッ タリ 留ん だ。 聞け、 

時に、 ピ シリ、 ピ シリ、 ピシャ リと肉 を 鞭打つ 音が 響 

力す 力 たギ J 

く。 チン チン チン チンと、 微に 鉄瓶の 湯が 沸る よう 

まじ 

な 音が 交る。 が、 それでな いと、 湯気の けはい も、 

ちしお す さま 

血汐が 噴く ようで、 凄じい。 

雪 次郎は ハツと 立って、 座敷の 中 を 四 五 度 廻った。 



つ が らす 

—— 衝と 露台へ 出る、 この 片隅に 二 枚つ づきの 硝子 を 

嵌めた 板戸が あって、 青い 幕が 垂れて いる。 晩方の 心 

覚えに は、 すぐ その 向う が、 おなじ、 ここより は 広い 

のぞ 

露台で、 座敷の 障子が 二三 枚視 かれた II と 思う。 … 

そ つ ひき 

…そのまま 忍 寄つ て、 密 とその 幕 を 引 なぐりに 絞る と、 

隣室の 障子に は 硝子が 嵌め込に なって いたので、 一面 

に 映る ように 透いて 見えた。 ああ、 顔 は 見えない が、 

お 澄の 色 は、 あの、 姿見に 映った 時と おなじであろう。 

真 うつむけに 背の のめった 手が 腕の つけ もとまで、 

あらわ ねじ あ つ や 

露呈に 白く 捻 上げられて、 半身の 光沢の ある 真綿 をた 

かかと ふたす じ 

だ、 ふつく りと 踵 まで 畳に 裂いて、 一 一条 引伸ばし たよ 



さまでの 苦痛 を 堪えた な。 —— あとでお 澄の 片頰 に、 

やすり つ つ 

畳の 目が 鑪 のように ついた。 横顔で 突ぶ して 歯 をく 

いしば つたので ある。 そして、 そのく い 込んだ 畳の 目 

に、 あぶら 汗に へばりついて、 鬢の おくれ 毛が 彫 込ん 

ひとすじ 

だよう になって いた。 その 髪の 一条 を、 雪 次郎が 引い 

てと つた 時、 「あ 痛、」 と 声 を 上げた くらいで あるから。 



ほ-つかん 

かくまでの 苦痛 を 知らぬ顔で 堪えた。 —— 封 E 間が 

帰って から は、 いまの 拷 掠に ついては、 何の 気色 もし 

なかった ので ある。 

銃獵 家の いいつけ でお 澄 は 茶漬の 膳 を 調えに 立った。 



ドア そつ ひじ 

扉から 雪 次郎が 密と靦 くと、 中段の 処で、 肱 を 硬直 

に、 帯の 下の 腰 を 圧え て、 片手 を ぐったりと 壁に 立つ 

けよ 、- 

て、 倒れそう にう つむいた 姿 を 見た。 が、 気勢が した 

ま つ さお 

か、 ふいに 真青な 顔して 見る と、 寂しい 微笑 を 投げて、 

すっと 下りた ので ある。 

隣室に は、 しばらく t 賤げ に、 浅ましい、 売女 商売の 

話が 続いた。 

「何 をして うせお る。 —— 遅い な あご 

二度まで 爺 やが 出て 来て、 催促 をされ た あとで、 お 

澄が 膳 を 運んだら しい。 

「何にも ございません。 —— 料理番が ちょと 休み まし 



お 澄が 静 にそう 言う と、 からからと 釣 を 手繰って、 

露台の 硝子 戸に、 青い 幕 を 深く 蔽 うた。 

閨の 障子 はま だ 暗い。 

「何とも 申しよう がない ご 

雪は樘 となって 手 を 支いた。 

ざんげ えかき 

「私 は 懺悔 をす る、 皆噓 だ。 —— 画工 は 画工で、 上野 

の 美術 展覧会に 出し は 出した が、 まったくの 処は 落第 

したんだ。 自棄 まぎれに 飛 出したん で、 両親に は 勘当 

、- は ヽ， 

は されても、 位牌に 面目の あるよう な 男 じ やない。 I 

おお 力ばん カリ は A 力い 

I その 大革鞫 も 借 ものです。 樊 喰の 盾 だと 言って、 貸 

した 友 だち は 笑った が、 しかし、 破り も 裂き も 出来な 
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-ゃ たお や 

「親が、 両親が あるんだ よご 

「私に も ございます わご 

と 凜と言 つ た。 

こぶし きつ 

拳 を 握って、 屹と 見て、 

かみそり 

「お 澄さん、 剃刀 を 持って いるか ご 

「はいご 

くいき しらは 

「いや、 —— 食 切って くれ、 その 皓歯で。 …… 潔く あ 

なた に 上げます ご 

やがて、 唇に ふくまれた 時 は、 かえって 稚児が 乳 を 

吸うよう な 思いが したが、 あとの 疼痛 は 鋭かった。 

渠は大 夜具 を 頭から 引 被った。 



「看病 をいた します よ。」 

ほか にじ しゅす 

お 澄 は、 胸 白く、 下 じめ の 他に 血が 浸む。 …… 糯子 

の 帯が するすると 鳴 つ た。 

大正 十二 ( 一 九 二三) 年 一 月 
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